
平
成
二
十
四
年
九
月
五
日
提
出

質

問

第

四

二

三

号

政
府
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博

423



政
府
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
と
し
て
、
尖
閣
諸
島
の
う
ち
民
間
人
が
所
有
し
て
い
る
魚
釣
島
、
北
小
島
、
南
小
島
の
三
島
を
購
入
し
、
国
有
化
す
る

方
針
を
固
め
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
、
政
府
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
つ
き
、
そ
う
す
る
に
至
っ
た
経
緯
、
理
由
、
購
入
金
額
並
び
に
金

額
の
根
拠
等
、
そ
の
詳
細
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
八
月
十
五
日
、
香
港
の
活
動
家
ら
十
四
名
が
我
が
国
に
不
法
入
国
し
、
そ
の
う
ち
数
名
が
尖
閣
諸
島
に
上
陸
す
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
。
海
上
保
安
庁
は
同
日
十
四
名
を
逮
捕
し
、
同
月
十
七
日
、
十
四
名
は
退
去
強
制
処
分
と
な
っ
た
。

右
の
事
態
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
策
を
講
ず
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質

一
八
〇
第
三
七
二
号
）
で
は
「
関
係
機
関
が
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
情
勢
に
応
じ
て
海
上
保
安
庁
の
警
備
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
、
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
政
府
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
国
有
化

は
、
右
の
答
弁
に
あ
る
政
府
に
よ
る
対
策
の
一
環
で
あ
る
の
か
。

三

今
回
、
政
府
が
購
入
し
、
国
有
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
三
つ
の
島
は
、
政
府
内
の
ど
の
省
庁
、
機
関
に
よ
っ
て
土
地
の
管

理
が
な
さ
れ
、
そ
の
担
当
責
任
者
は
誰
に
な
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

一



四

尖
閣
諸
島
の
国
有
化
は
、
当
初
東
京
都
の
石
原
慎
太
郎
知
事
が
提
唱
し
て
い
た
と
承
知
す
る
。
そ
の
石
原
知
事
、
東
京
都

が
求
め
て
い
た
尖
閣
諸
島
の
港
湾
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
行
わ
な
い
方
針
で
あ
る
旨
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
右
は
事
実
か
。
事
実
な
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

五

政
府
と
し
て
、
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
し
た
後
、
同
島
を
今
後
ど
の
よ
う
に
管
理
を
し
て
い
く
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

政
府
が
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

七

今
回
政
府
が
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
同
島
を
所
管
す
る
沖
縄
県
側
に
ど
の
よ
う
な
説
明

を
行
っ
て
い
る
か
、
政
府
部
内
の
誰
が
沖
縄
県
側
の
誰
に
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
説
明
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ

に
よ
り
、
沖
縄
県
側
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

今
回
政
府
が
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
、
台
湾
は
じ
め
、
同
島
の
領
有
権
を
主
張
し
て
い
る
国
々
と

の
関
係
に
何
ら
か
の
影
響
は
生
じ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


